
5

サッカーなどの定番スポーツから、パラリンピック・デフリンピックで実施される車いすラグビーやデフバドミントンな
どの普段なかなか体験できない競技ブースまで、さまざまなスポーツを楽しめます。運動を始めるきっかけづくりとし
て、家族や友人、一人でも気軽にご参加ください。

元日本代表選手の三
み

阪
さか

 洋
ひろ

行
ゆき

さんも来
場！ 専用のスポーツ車いすに乗って
動いてみましょう。希望者にはタック
ル体験も！

昨年度も人気のあったラグビーは、陸
上競技場でより本格的な体験が可能
に。ラグビーボールを持って芝生を駆
け回りましょう！
※雨天中止

聴覚障害のある選手によるバド
ミントン競技で、日本代表選手
も来場予定！ 打球音のないバ
ドミントンを体感しましょう！

昨年度スポーツセンターで実施した人気イベントを
開催！ 専用の機器で、柔軟性やバランス力などを
測定します。測定結果に基づくアドバイスを参考に、
自分に最適なスポーツを探してみましょう！

初めての方も参加OK。ゴー
ルを使用した的当てやドリ
ブル体験など、大人も子ど
もも楽しく参加できます。

スポーツセンターで人気の
卓球が体験できます！ 狙
いを定めてスマッシュを決
めましょう♪

抽選申込期間：
11月1日（金）～15日（金）
当落発表：11月16日（土）

※ スポーツセンターホームページ
で受け付け。申込
者多数の場合は、
市民優先で抽選

ボート練習用に開発された機器で、
ボートの漕

こ

ぎ方を体験！ シミュレー
ターを使用して、誰が一番速く漕げる
か競争しましょう。

毎年人気の「デカキッズアスリートク
ラブ」によるかけっこ指導！ 速く走る
コツを教えてもらいましょう。
対象：年中～小学生
定員：80人（各回10人、8回実施）

と　き

ところ

費　用

対　象

持ち物

■問い合わせ　スポーツセンター　443-3523

スポーツフェスタを開催します

幅広いジャンルのスポーツを体験できます！

今回新たに追加された種目も！

12月14日（土）
午前10時～午後3時

車いすラグビー

ラグビー

デフバドミントン

スポーツ測定会

サッカー 卓球 かけっこと
スポーツ測定会は
事前予約制です

陸上ボート

かけっこ

無料 ※スポーツ測定会のみ有料

どなたでも ※かけっこ、スポーツ測定会は制限あり

スタンプラリーも
開催！

3種目以上の
スポーツを体験し

て

プレゼントをゲッ
トしよう！

動きやすい服装、屋内シューズ、
タオル、飲み物

スポーツセンター
第1競技場、陸上競技場

時間
①
②
※

午前10時～、11時～　
正午～、午後1時～、2時～　
1回50分

対象
・

定員

①

②

親子（小学生とその保護者）、
各回15組30人
小学生、各回30人

費用 ①1組1,500円　②1人800円

１日でいろいろなスポーツを楽しもう！

要予約

※1回20分。キャンセル分は当日先着順で受け付け。雨天中止

要予約
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市民向け講座で、ほかの文化財を学ぶチャンス！

１日でいろいろなスポーツを楽しもう！戸田
の文化財を知っていますか？
11月1日～7日は文化財保護強調週間です

市内には、先人たちから受け継がれてきた44件の文化財があります。文化財は、地域の長い歴史の中で生まれ、
育まれ、今日の世代に守り伝えられてきた市民共有の財産です。今回は市指定有形文化財の「七

しち

条
じょう

袈
け

裟
さ

」と「打
うち

敷
しき

」を
紹介します。

と き：11月 16 日（土）、午後1 時 30 分～ 3 時
ところ：郷土博物館 3 階　講座室
講 師：埼玉県埋蔵文化財調査事業団　福

ふく

田
だ

 聖
きよし

さん
内 容：古墳時代の戸田市域の様相を、最新の発掘調査や

周辺地域の動向から解説する
定 員：会場受講…約 24 人

※オンデマンド（YouTube 配信）は定員無し
費 用：無料

申込：氏名、電話番号、年代、 講座名、受講方法（②のみ）を下記のいずれかで
※ 11 月 1 日（金）から受け付け開始。定員に達し次第締め切り

申込フォーム
電話 FAX

右記 QRコードより
443-5600 442-8988

電子メール hakubutu@city.toda.saitama.jp

と き：11月 23 日（祝・土）、午後1 時 30 分～ 3 時
ところ：郷土博物館 3 階　講座室
講 師：郷土博物館　学芸員
内 容：縄文土器などの文様を拓本で取る
定 員：約 10 人
費 用：100 円（保険料）

申込
フォーム

市民大学講座① 遺
い

物
ぶ つ

拓
た く

本
ほ ん

講座　初級編 市民大学講座② 古墳時代の水上交通と戸田

これらは、元々美女木八幡社の近くにあった円
えん

通
つう

寺
じ

に伝わるものです。裏面には由来が残されており、それによると七条袈
裟は 1691（元禄 4）年に江戸城で 5 代将軍 徳川綱

つな

吉
よし

から祈祷の褒美としていただき、打敷は 1694（元禄 7）年に綱吉の
母である桂

けい

昌
しょう

院
いん

から寄贈されたとあります。これらは『新
しん

編
ぺん

武
む

蔵
さし

風
ふ

土
ど

記
き

稿
こう

』にも同様のことが記載されています。徳川綱吉
に関連する奉納物が円通寺に多いのは、綱吉が円通寺中興の祖である栄

えい

陳
ちん

を厚く信仰していたためとされています。

法
ほう

衣
い

の一種で、縫い合わせた布が 7 枚の
ものを言い、寺の行事や講義の際に用い

られました。市指定文化財の七条袈裟には、絹地にさまざ
まな色で梅などの花模様が織られています。

仏壇に置く器具の下に敷く仏具で、形は正
方形・長方形・三角形などがあり、仏壇な

どを装飾する道具の一種とされます。市指定文化財の打敷は
長方形で、絹地に菊の文様があしらわれた美しい作品です。

有形文化財（歴史資料） 1990 年（平成 2 年）5 月 8 日指定 

市指定文化財 七
し ち

条
じょう

袈
け

裟
さ

及び打
う ち

敷
し き

花模様 菊の文様

七
しち

条
じょう

袈
け

裟
さ

打
うち

敷
しき

■問い合わせ　郷土博物館　443-5600


